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研究成果の概要（和文）：日本人が執筆した論文に修訂情報が付与されたコーパスが構築されれば，日本人学術
英語解明において新たなコーパス研究が展開されることが期待される．論文の規範性は学術分野にも強く依存す
る．そこで本研究では「表現に対する学術分野共通性」という尺度を導入した．この尺度によって，分野に依存
しにくい論文内の断片に優先的に修訂情報を付与することができる．本研究では，日本人による論文の英文概要
を中心に，延べ語数約2万語規模の修訂情報が付与し，整備した．

研究成果の概要（英文）：It is necessary to compile a corpus of academic papers by Japanese 
researchers with revision information in order to promote research on their academic English. 
However, a constructive or expressional validity for academic papers depends partially on their 
genre. The research project described here developed an index to measure the degree of commonality 
of academic genres for an expression. It can give priority to expressions that require proofreading 
and revision. The project compiled a 20,000-word corpus based on English-language abstracts Japanese
 researchers.

研究分野： 英語教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 多くの学術分野で，最新の成果発信は英語
で行われており，科学者にとって英語科学論
文（適宜，「論文」と略記する）の執筆は必
須である．十分に学術英語に通じていない日
本語のみを母語とする日本人（以後，単に「日
本人」という場合は，このような日本人を指
すこととする）の論文には，たとえば「受け
身が多い」「時制の混乱」といった日本人に
共通の言語的特徴が認められる．このような
日本人の英語科学論文の問題点を，網羅的に
明らかとすることは，日本人の学術英語研究
における重要な課題の一つである． 
 このような問題に対して有効な手段の一
つとして注目されつつあるのが，大規模電子
化用例集であるコーパスを活用した方法で
ある．コーパスには，学習者が産出した文章
を大量に集積した学習者コーパスという下
位カテゴリがある．そのような学習者コーパ
スに，エラー，不自然な箇所の明示や，校正
後の表現等の情報（修訂情報）を付与，分析
することで，内省では気付きにくい言語特徴
が明らかとなる． 
 このように，日本人による論文に修訂情報
等が付与されたコーパスが構築されれば，コ
ーパス研究の視座から，日本人の学術英語の
解明において新たな研究が展開されること
となる．しかし，このようなコーパスは未だ
構築されておらず，それは次のような問題に
も起因していた． 
 
問題 1. 修訂情報を付与すべき，日本人によ
る英語科学論文の収集が難しい 
 一定の表現上の質が担保された論文は，格
式高いジャーナル等から比較的容易に収集
できる．その一方で，表現上は改善の余地が
ある未完成論文ともいえる，修訂情報を加え
るような論文は，そもそもそのような段階で
あることが明示されて公開されることはな
く，非常に収集が難しい．さらに，日本人に
よるもの，と限定すれば，なおさら難しい． 
 
問題 2. 学術分野によって論文の規範的な書
き方が変わる 
 学術分野によって論文の形式や書き方，表
現まで変わることが知られている．分野バラ
ンスを考えずに，特定分野の論文にだけ修訂
情報を付与した場合，その分野にかかわる知
識しか得られない可能性がある．つまり，構
築されたコーパスは，その特定分野以外の他
分野には寄与しない，学術分野の汎用性が低
いものとなる． 
 
２．研究の目的 
 
目的 1. 学術分野に依らない，汎用性が高い
修訂情報付き日本人英語科学論文コーパス
構築の方法論の提案 
 修訂情報の付与は，非常に負荷の高い作業

である．問題 2で述べたような学術分野によ
る規範性の違いなどもあるため，できるだけ
汎用性が高い，つまり学術分野に依らない論
文もしくはその断片に優先的に付与するよ
うなコーパス構築戦略を提案し，そのための
要素技術を確立する．  
 
目的 2. 修訂情報を付与する可能性がある，
日本人によって書かれた英語科学論文の効
率的収集 
 問題 1で述べたように，修訂情報が付与さ
れるべき，日本人による英語科学論文を国内
の機関リポジトリから収集する．その際，な
るべく人手がかからないよう，表現上の質推
定などの技術も活用した手立てで実践する． 
 
目的 2. 論文の断片的表現に対する「学術分
野の共通性」の計量的推定法の開発 
 さまざまな分野で使われる表現が含まれ
るような言語断片から優先的に修訂情報を
付与するために，論文中の文や一部表現など
断片的表現に対する「学術分野の共通性」（適
宜，「分野共通性」と略記する）という指標
を導入する．たとえば，“figure shown in Fig. 
X ” や “ This paper discusses/proposes 
that...”など，どの学術分野でもよく使わ
れるものを「分野共通性が高い断片的表現」
と考える．適当な表現に対して，このような
分野共通性に対する計量的に推定する方法
を開発する． 
 
目的 3. 分野共通性を優先した修訂情報の付
与 
 目的 1で収集した論文に対して，目的 2で
開発した技術で分野共通性の高い箇所を同
定し，優先的に修訂情報を付与する． 
 
３．研究の方法 
 
3.1 日本人による英語科学論文の効率的収
集 
 我々の研究組織は，過去の研究課題を通じ
て，機関リポジトリの処理に関する経験や知
見(徳見, 2016)と，英語科学論文の表現上の
質に関する技術(田中他, 2011)を有している．
これらを活用しつつ，まずは英文概要を対象
とし，研究を進めた． 
 国内の機関リポジトリに蓄積されている
「紀要論文」と，情報系学会のいわゆる SIG
といわれる「研究会論文」を収集対象とした．
ヒューリスティクスを設定し，収集し，日本
人によるかどうか，という判断は，信頼性が
求められる作業であるため，適宜，人を介す
ることとした． 
 
3.2 表現（文）に対する学術分野共通性の推
定法 
 「語」の共通性については，コーパス言語
学 (斎藤他, 2005)でも長く研究されており，
χ2 値や対数尤度比などさまざまな定量化が



知られている．実際，近年，論文コーパス等
の 集 積 が 進 み ， English for Academic 
Purposes(EAP)(Hunston&Waters, 1987)など
の教材開発に，このような知見が活かされつ
つある．本研究では，まず，人が評価しやす
い「文」に対して，このような分野共通性を
推定する枠組みを検討した． 
 
3.1.1 英語科学論文の手引きの例文からの
着想 
 英語科学論文の書き方に関する書籍（手引
き）が多数出版されている．そのなかで，読
者の分野を限定しない手引きの例文をみて
みると，次のように著者の専門分野を中心に
共通性が低い表現が意外に含まれているこ
とがわかる． 
 
Therefore, it is necessary to develop a low 
energy-cost process to reduce SiO2. 
 
この例文は，“therefore”の語法に関する解
説箇所で掲載され，下線部のような専門的な
語が含まれる．実際には訳が付いており，そ
れも一助となるだろうが，この分野に無関係
な読み手の多くは，下線部のような箇所は適
当に読み飛ばし，要所を理解することになる．
いくつかの例文を観測していると，次のよう
にまとめられる． 
 
(a) 文の構造が単純である． 
(b) 専門的な語や表現が使われていても，そ
れを受ける語は比較的基本的か，共通性が高
いものである． 
 
(a)は，解説すべき項目に焦点化されること
が重要な例文という性格からも容易に推測
されることである．(b)は，本研究の基本ア
イディアに関わる性質である．上述の例文で
あれば，“ energy-cost ”を受けるのは
“process”で，“SiO2”を受けるのは“reduce”
と，いずれも比較的，基本的で共通性が高い
語である．人の文理解，適切な読み飛ばしと
いう点からみても，難解な語が密集するので
はなく，一方は難解でも他方は基本的である
ことは非常に重要な特徴と考えられる． 
 また，実際に論文で使用された文では，共
通性が高い語だけで構成されることは稀で，
専門的な語や表現が含まれることも勘案し
た文の共通性の推定法が求められる．そこで
本研究では，文内の係り受け構造を考慮した
推定法を提案した． 
 
3.1.2 文の学術分野共通性の推定法 
 語wが語w'と係り受け関係を結んでいるこ
とを<w,w'>と表し，文 sに含まれる係り受け
関係の集合を R(s)と表す．R(s)に対して，な
んらかの条件を課した結果，制限された 
係り受け関係の集合 R'(s)⊆R(s)を考える． 
このとき，s の共通性 DC(s)を次のように与
える． 

 
DC(s) ≡ 1/|R'(s)|Σ<w,w'>∈R'(s) F(w,w'). (1) 
 
ここで，F(w,w')は係り受け関係<w,w'>の共
通性で，別途与えられる語の共通性 F(w)に基
づき，次のように計算する． 
 
F(w,w') =  max { F(w), F(w') } . (2) 
 
ここで F(w)は，分野 C1, C2, ..., CMから語 w
が発生するようなモデルを考えた際の， 
P(・|w)に対するエントロピーH(w)とした．
H(w)は， 
 
H(w) = -Σi=1

M P(Ci|w)log P(Ci|w) (3) 
 
と表され，P(Ci|w)は分野別コーパスから最尤
推定する． 
 
3.3 分野共通性を優先した修訂情報の付与 
 当初は，論文中の任意の断片で，分野共通
性の高いものから修訂情報を付与すること
を考えていた．しかし，実際の修訂作業では，
前後の文脈，特に当該の箇所にいたるまでの
論文の内容や書き方を勘案しなければなら
ない．そこで，ところどころ抜き出し，それ
だけで修訂を施すのは不適切であると判断
し，論文の冒頭から中途までの一定のまとま
りを対象とすることとした． 
 また，実際の修訂作業では，分野共通性が
高い箇所以外だけでなく，通常通り，そのま
とまり全てに対して修訂作業を施した．効
率・手間を求めるならば，分野共通性が高い
箇所のみを対象とすれば良いが，本研究では
分野共通性推定自体がまだ実験的であるこ
とも勘案し，前文の通りとした．つまり，分
析の際に，分野共通性が高い領域の修訂情報
のみに注目し，処理することになる． 
 
４．研究成果 
 
4.1 日本人による英語科学論文の効率的収
集 
 機関リポジトリとして国立情報学研究所
CiNii を採用した．CiNii は多くの学術刊行
物がデータベース化されており，API も提供
されている． 
 紀要論文については，学術誌名が著者の所
属機関および所属部局名と「紀要」を含む論
文のメタ情報を得た．また，研究会論文につ
いては，情報処理学会・電子情報通信学会・
人工知能学会の研究会名をあらかじめ各学
会の Web ページより得，それをクエリ化し，
論文のメタ情報を得た． 
 これらの論文のメタ情報の著者名・所属を
人目で確認し，日本人名ではないと思われる
著者，日本人名とみられるものでも所属先が
日本国内以外のものについては収集対象か
ら外した．さらに，英文概要が，短すぎるも
の，ピリオド等できちんと終わらず，中途で



切れていると考えられたもの，田中他(2011)
らの表現上の質推定で Gクラス（表現上の質
が十分である）と判定されたものをのぞいた． 
 その結果，30,592 編の日本人が書いたと考
えられる論文の英文概要を得た． 
 
4.2 文に対する学術分野共通性の推定法 
 分野別の論文コーパスとして，京大論文コ
ーパスを採用した．13 分野の一流英語ジャー
ナルを電子化したもので，延べ約 1,607 万ト
ークンが含まれている． 
 これらの英文を TreeTagger(Shmid, n.d.)
で形態素解析し，原形で(1)-(3)式を算出し
た．R'(s)は<w,w'>∈R(s)で<w,w'>がともに，
軽動詞を除く内容語のものに限った． 
 同分野で文が含む語という観点でダイス
係数が 0.3より大きな 2文を組としてランダ
ムに抽出し，そのうち 47 組に対して EAP 英
語教育担当者が各組で「いずれかの文が共通
性が高いか」ということを独立に付した．そ
の結果，41 組(87.2%)について DC の関係が反
映されていることを確認した． 
 
4.3 分野共通性を優先した修訂情報の付与 
 4.1 で得た英文概要のうち，情報系学会の
研究会の論文を対象とし，修訂情報を施した．
分野は情報学のなかでも自然言語処理を中
心に修訂作業を専門家に依頼した．英文概要
は 4.2 の DC が高い 200 編を対象とした．修
訂対象は，1,064 文で延べ語数は 19,599 語で
あった． 
 修訂は，10 編単位で 20 部に区切り，各部
をそれぞれ異なる修訂作業の専門家に依頼
した．修訂作業では，一から抜本的に書き直
した方が最終的な表現上の質は高くなる場
合もあっても，元の英文を活かせる場合には
それを優先してもらった．また，部毎に修訂
者を分けたのは，分析時の修訂者を考慮した
ためである． 
 これらのデータは，別課題の構文的分析を
施し，修訂が語の交換なのか，構造的な修訂
なのか，といった類型化も行った． 
 また，公開にむけて，語の情報をマスクし，
元の英文を辿れないようなかたちに変換し
たものも準備した． 
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